
藤沢町住民自治協議会の表彰では、住民自治の先達として5年以上活

躍された方々が、また地域づくりフォーラムのいいね大賞表彰では、優秀

な成績を収められた個人・団体が表彰されました。

受賞者を代表し、前会長の千田博氏は「藤沢の地域づくり50年を振り

返り、先人たちの手探りの歩みに思いを馳せました。地域づくりは『支え

合い』が原点であり、病院や文化センターなども住民の思いから作られ

ました。少子高齢化などの課題はありますが、前向きに取り組めば人口

令和6年度の地域づくりフォーラムは、藤沢町自治組織創立・藤沢町婦人消防協力隊結成50周年を記念

する式典と併せて開催されました。星義弘会長は、「50年の歴史の中で、住民主体の地域づくりを推進し

てきました。今後も少子高齢化などの課題を抱えながらも、『みんなの藤沢みんなでつくろう』の精神を忘

れずに、持続可能な地域づくりを目指していきます」と挨拶しました。

続いて、藤沢町婦人消防協力隊長の千葉とき子氏は「防災訓練など様々な活動を行ってきましたが、東日

本大震災での支援活動は特に印象深い出来事です。岩手と宮城の垣根を越え、長期にわたる活動を行い

ました。50周年を機に、改めて役割の重要性を認識し、住民が安心して暮らせる環境を整えていく所存で

す」と式辞を述べました。
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藤沢町自治組織創立・藤沢町婦人消防協力隊結成50周年記念
式典並びに令和 6年度地域づく り フ ォーラム開催

当日は第2部として、一般社団法人RISK WATCH顧問の長谷川裕子

氏による記念講演「藤沢町自治組織創立50周年！これからの50年に

備える」が行われました。

減少が進む地域でも活気を取り戻せると信じています」と挨拶を述べました。

人消防協力隊の活躍を紹介し、今後50年の間に災害が発生した場合でも、地域社会における助け合い

の精神が継続されることへの期待を表明しました。

長谷川氏は、アメリカの危機管理防災プログラムについて、スライド説明

に加えて実演を交えながら解説しました。

講演の締めくくりとして、長谷川氏は東日本大震災時における藤沢町婦
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今年度の地域づくりフォーラムは2月8日に藤沢文化センター縄文ホールで開催されました。新型コロナウイルス

感染症の影響で中止となった年もありましたが、自治組織創立50年の節目となる今回は無事に開催すること

ができました。

第1部は、町内外で活躍した個人・団体を各自治会や特別会員から推薦していただき、広くみなさんにご紹介す

る「いいね大賞」の授賞式。小学生から地域の団体まで、毎年多くの受賞者がいます。また、花壇コンクールや自

治会等広報コンクールで優秀な成績を収めた個人・団体もこの場で表彰されます。

第2部では講師をお招きし、まちづくりに関する講演会を行っています。

来月号はふるさとPR事業・情報発信事業についてです

LINE

特集 第4弾
藤沢町住民自治協議会がしていること

希望のケルン特集企画として連載します。

地域づくりフォーラム - 藤沢町いいね大賞表彰・まちづくり講演会 -

生活物資リサイクル集団回収事業開始

今年度最後の生活物資リサイクル集団回収事業が2月16日

から始まりました。3月2日八沢地区、3月9日保呂羽地区・大

籠地区の順番です。

令和6年2月～11月までの収益金は各自治会に分配されま

す。詳しい金額は文書で各自治会へお知らせしています。

FESTは今年度も以下の

日程で文化センター駐車

場の桜をライトアップします。
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